
自主的環境保全活動の取り組み状況 
 

（事業所名）関西電力㈱ 姫路第二発電所 

１ 環境保全活動に関する方針等 

１－１ 環境保全活動に関する方針 

 

・「関西電力グループ環境行動方針」 

１．低炭素社会の実現に向けた挑戦 

●電気の低炭素化の取組み         ●スマートグリッドの構築 

●お客さまと社会の省エネ・省コスト・省ＣＯ２へ貢献 

●海外での取組み             ●技術開発の取組み 

●バリューチェーンにおける取組み     ●ＣＯ２以外の温室効果ガス低減の取組み 

 

２．循環型社会の実現に向けた活動の展開 

●ゼロエミッション達成に向けた３Ｒ活動の推進 

●ＰＣＢの安全・確実な全量処理の推進 

●グリーン調達の推進 

 

３．地域環境保全対策の推進 

●大気汚染防止対策、水質汚濁防止対策等 

●有害化学物質の厳正な管理および低減に向けた取組み 

●生物多様性の保全に配慮した事業活動 

 

４．環境管理および環境コミュニケーションの推進 

●ISO14001 システムを踏まえた環境管理システムによる継続的な改善および法令の遵守 

●地域社会やお客さまとの環境意識啓発活動の展開および環境情報の積極的な公開 

 

・「姫路第二発電所の環境方針」 

確実なＣＳＲの実践。 

 

１－２ 環境保全活動に関する組織体制 
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２ 環境保全活動の実施状況等 

項 目 取組結果 今後の取組計画 

廃棄物のリサイクル率向上 
廃棄物の３Ｒの推進 

リサイクル率１００％ 
引き続き実施する。 

地域美化活動の実施 
地域の清掃および草刈を実施 

４回／年実施 

コロナウイルス感

染拡大状況により

活動自粛等の判断

をする。 

地元小学校への環境活動 地元小学校（３校）に出前教育実施 

コロナウイルス感

染拡大状況により

活動自粛等の判断

をする。 

環境を考慮した教育 
環境月間に全所員に対し環境教育を実施 

１回／年実施 
引き続き実施する。 

事務所電気使用量の削減 

昼休みおよび不使用箇所の消灯 

ＯＡ機器の電源ＯＦＦの徹底 

冷暖房温度の適正化 他 

引き続き実施する。 

生活用水使用量の削減 

洗車頻度の減少、適切な運転機器への 

補給水利用 

2017 年度実積：22,932 ㎥ 

2018 年度実積：20,004 ㎥ 

2019 年度実積：19,737 ㎥ 

引き続き実施する。 

車両燃費の向上 

環境月間に協力会社へアイドリング 

ストップ励行の慫慂 

１回／年実施 

引き続き実施する。 

コピー用紙使用量の削減 

両面使用、集約印刷等の慫慂 

社内会議のレスペーパの推進、裏面活用他 

2017 年度実積：4,360kg 

2018 年度実積：2,766kg 

2019 年度実積：4,400kg 

引き続き実施する。 

オフィス用品のグリーン購入 
カタログ購買や単価契約活用による 

エコラベル商品の購入 
引き続き実施する。 

 


